
 
○
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
九
号

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
及
び
生
産
工
程
効
率
化
等

設
備
に
関
す
る
命
令
（
令
和
三
年
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済

産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
三
号
）
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉄
道
業
の
事
業
適
応
の
実
施
に
関
す
る
指

針
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
十
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。 

 

令
和
六
年
三
月
三
十
日

 

国
土
交
通
大
臣　

斉
藤　

鉄
夫　
　

鉄
道
業
の
事
業
適
応
の
実
施
に
関
す
る
指
針 

 

一　

基
本
認
識

 

イ　

鉄
道
業
の
産
業
構
造

　

鉄
道
業
は
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
鉄
道
に
よ
る
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
産
業
で
あ
る
。
我
が
国
の
鉄

道
に
よ
る
旅
客
輸
送
は
、
利
便
性
、
定
時
性
及
び
快
適
性
に
優
れ
、
国
際
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
旅
客
輸

送
量
及
び
輸
送
分
担
率
を
有
し
て
お
り
、
日
本
の
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
。
特
に
、
人
口
が
集
中

す
る
都
市
部
に
お
い
て
は
、
日
々
大
量
の
旅
客
を
輸
送
し
て
お
り
、
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
特
性
を
存
分
に
発

揮
し
て
い
る
。
貨
物
鉄
道
輸
送
に
つ
い
て
も
、
長
距
離
及
び
大
量
輸
送
機
関
と
い
う
特
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に 

加
え
、
基
幹
的
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
中
長
距
離
帯
を
中
心
に
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
る
。



　

ま
た
、
我
が
国
の
鉄
道
業
は
、
令
和
元
年
度
に
お
け
る
営
業
収
入
が
約
七
兆
円
と
我
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
で
あ
り
、
従
業
員
数
も
約
二
十
万
人
で
あ
る
等
、
我
が
国
の
経
済
や
雇
用
を
担
う
主
要
な
産
業
で
あ

る
。
加
え
て
、
鉄
道
車
両
は
、
車
体
及
び
動
力
並
び
に
こ
れ
ら
の
制
御
等
に
係
る
広
範
な
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た

製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
車
両
製
造
業
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
産
業
が
幅
広
い
こ
と
も
鉄
道
業
の
特
徴
で
あ

 

る
。

 

ロ　

鉄
道
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

 

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
動
き
）

　

世
界
的
に
脱
炭
素
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速
化
し
て
お
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
令
和
二
年
十
月
に
「
二
〇

五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
が
宣
言
さ
れ
、
令
和
三
年
十
月
に
改
定
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」

に
お
い
て
長
期
目
標
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
ほ
か
、
令
和
五
年
二
月
に
は
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
等
、
脱
炭
素
化
と
経
済
成
長
を
両
立
し
た
、
脱

 

炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
の
鉄
道
は
、
大
量
輸
送
機
関
で
あ
る
と
い
う
特
性
を
背
景
に
、
総
じ
て
他
の
交
通
モ
ー
ド
に
比
べ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
、
単
位
輸
送
量
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
著
し
く
低
い
と
い
う
環
境
優
位
性
を
有
し
て

い
る
。
一
方
で
、
運
輸
部
門
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
我
が
国
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
約
二
割
を
占
め
て
お
り
、

運
輸
部
門
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
必
要
不
可
欠
で



あ
る
。
そ
の
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
鉄
道
は
、
我
が
国
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
資
す
る
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
期
待
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
更
な
る
向
上
や
動
力
源
の
非
化
石
転
換
等
、
環
境
性
能
を
一
層

 

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

二　

指
針
策
定
の
必
要
性

　

上
述
の
と
お
り
、
我
が
国
の
鉄
道
業
は
、
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
資
す
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や
少
子
化
、
自
家
用

自
動
車
の
普
及
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
の
外
的
要
因
に
よ
る
旅
客
輸
送
量
の
減
少
と
い
っ
た
経
営
環
境
の
変

化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
、
社

 

会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
積
極
的
な
設
備
投
資
も
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
の
鉄
道
業
が
、
産
業
構
造
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
資
す
る
産
業
と
し
て
、
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
鉄
道
業
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た

 

効
果
的
な
取
組
を
、
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
我
が
国
の
鉄
道
業
に
つ
い
て
、
事
業
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
や
、
産
業
競
争
力
強
化
法

に
規
定
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
」
を
促
す
た
め
、
本
指
針
を
策
定
し
、
計
画
的
な
カ
ー

 

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
投
資
を
行
う
た
め
の
基
本
的
方
向
性
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

 

三　

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
方
向
性



　

「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
上
述
の
と
お
り
、
運
輸
部
門
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
鉄
道
輸
送
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
運
輸
部
門
全
体
の
五
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
で
は
あ
る
も
の
の
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

 

の
更
な
る
向
上
や
動
力
源
の
非
化
石
転
換
等
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
更
な
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　

鉄
道
業
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
は
、
鉄
道
業
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
約
四
分
の
三
を
占
め
る
列
車
運
行
に
由
来
す
る

 

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
進
め
る
べ
き
取
組
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

イ　

電
気
車
に
つ
い
て
は
、
チ
ョ
ッ
パ
制
御
や
抵
抗
制
御
等
の
旧
式
の
制
御
方
式
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
劣
る
鉄
道
車
両
か
ら
、
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｆ
イ
ン
バ
ー
タ
（
可
変
電
圧
可
変
周
波
数
イ
ン
バ
ー
タ
）
に
よ

り
制
御
さ
れ
る
鉄
道
車
両
で
あ
っ
て
、
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｆ
イ
ン
バ
ー
タ
の
半
導
体
素
子
に
Ｓ
ｉ
Ｃ
（
炭
化
け
い
素
）
を
採

 

用
し
た
も
の
へ
の
代
替
を
進
め
る
こ
と
。

ロ　

内
燃
車
に
つ
い
て
は
、
蓄
電
池
車
両
（
車
両
に
搭
載
さ
れ
た
蓄
電
池
に
蓄
電
さ
れ
た
電
気
を
動
力
源
と
す
る
鉄

道
車
両
を
い
う
。
）
又
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
（
内
燃
機
関
及
び
主
電
動
機
を
搭
載
す
る
鉄
道
車
両
を
い
う
。
）

 

へ
の
代
替
を
進
め
る
こ
と
。

ハ　

電
気
車
又
は
内
燃
車
か
ら
、
水
素
又
は
水
素
か
ら
生
み
出
し
た
電
気
を
動
力
源
と
す
る
鉄
道
車
両
へ
の
代
替
を

 

進
め
る
こ
と
。

 

四　

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
つ
い
て
の
要
件



　

生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
に
関
す
る
命
令
第
一
項
の
列
車
の
走
行
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
資
す

る
鉄
道
車
両
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
取
組
に
係
る
代
替
後
の

鉄
道
車
両
と
す
る
。
ま
た
、
設
備
が
導
入
さ
れ
る
事
業
所
の
同
項
に
規
定
す
る
炭
素
生
産
性
の
算
出
に
当
た
っ
て
は

 

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

イ　

設
備
が
導
入
さ
れ
る
事
業
所
は
、
車
両
基
地
（
鉄
道
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
運
輸
省
令
第
六
号
）

第
九
条
第
三
号
に
掲
げ
る
車
庫
及
び
車
両
検
査
修
繕
施
設
で
あ
っ
て
、
施
設
及
び
車
両
の
定
期
検
査
に
関
す
る
告

示
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
百
八
十
六
号
）
別
表
備
考
第
一
号
に
規
定
す
る
状
態
・
機
能
検
査
を

 

行
う
施
設
を
い
う
。
）
と
す
る
。

ロ　

設
備
が
導
入
さ
れ
る
事
業
所
の
付
加
価
値
額
（
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
に
関
す
る
命
令
第
三
項
に
掲
げ
る
式

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
数
値
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
鉄
道
業
の
付
加
価
値
額
を
輸
送
人
キ

 

ロ
で
除
し
た
値
に
当
該
事
業
所
に
係
る
車
両
の
輸
送
人
キ
ロ
を
乗
じ
た
値
と
す
る
。

ハ　

設
備
が
導
入
さ
れ
る
事
業
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
鉄
道
業
に
由
来
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
車
両
走
行
キ
ロ
で
除
し
た
値
に
当
該
事
業
所
に
係
る
車
両
の
走
行
キ
ロ
を
乗
じ
た
値

 

と
す
る
。

附　

則 

 

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


